
二
〇
一
九
年
八
月
二
日

か
な
か
な
や
山
の
空
気
に
変
は
る
道

う
つ
ぎ

目
玉
見
え
全
身
透
け
る
目
高
の
子

素

秀

二
〇
一
九
年
八
月
一
日

反

響

す

鍾

乳

洞

の

声

涼

し

素

秀

骨
切
り
の
手
際
も
見
せ
て
鱧
料
理

は
く
子

風
涼
し
千
本
鳥
居
吹
き
抜
け
て

さ
つ
き

二
〇
一
九
年
七
月
三
一
日

梅
花
藻
や
水
の
匂
へ
る
湖
畔
駅

み
づ
き

熊
蝉
の
腹
震
は
せ
て
絶
叫
す

せ
い
じ

筆
置
け
ば
わ
つ
と
高
鳴
く
蝉
時
雨

よ
う
子

縦

横

に

山

の

風

入

れ

夏

館

う
つ
ぎ

水
平
線
遥
か
に
見
え
て
岬
涼
し

さ
つ
き

老
翁
の
仙
人
髭
や
パ
ナ
マ
帽

さ
つ
き

夫
婦
滝
連
理
を
な
し
て
水
激
つ

た
か
子

二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日

所
在
な
き
風
鈴
の
舌
風
吹
か
ず

ぽ
ん
こ

大
吉
の
浮
か
ぶ
納
涼
水
み
く
じ

さ
つ
き

素
足
よ
し
母
手
作
り
の
布
草
履

う
つ
ぎ

楼
門
を
射
抜
く
ご
と
く
に
鬼
や
ん
ま

さ
つ
き

日
の
上
り
蝉
時
雨
い
ま
ソ
プ
ラ
ノ
に

満

天

二
〇
一
九
年
七
月
二
九
日

返
事
す
も
と
ん
ち
ん
か
ん
や
昼
寝
覚

明
日
香

足
垂
ら
す
堂
縁
の
下
蟻
地
獄

う
つ
ぎ

二
〇
一
九
年
七
月
二
八
日

古
堂
の
蟻
地
獄
に
も
参
拝
す

う
つ
ぎ

梅
雨
雲
の
切
れ
て
日
の
射
す
主
峰
か
な

隆

松

降
り
た
つ
や
否
や
全
島
蝉
時
雨

さ
つ
き

湖
涼
し
縮
緬
波
を
湛
え
け
り

た
か
子

熊
笹
の
隠
さ
ふ
道
も
登
山
道

せ
い
じ

二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日

島
の
ご
と
浮
く
円
墳
や
青
田
中

明
日
香

大
堰
堤
一
文
字
引
く
夏
の
山

ぽ
ん
こ

山
の
上
に
半
分
覗
く
遠
花
火

は
く
子

千

年

の

社

鎮

め

て

夏

木

立

菜

　々　

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
八
月
四
日
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